



































A1 気勢・意気込み        B1 天地・人にみなぎる気 
A2 意識・心の働き        B2 上昇する気体・自然現象・空模様 
A3 気持ち・気分         B3 悪い気・病気 
A4 考え・意思・意向       B4 様子・雰囲気・けはい 
A5 好き嫌い・関心        B5 味・匂い・成分 
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A6 配慮・気遣い         B6 傾向・性向・趣・品格 
A7 心配する気持ち・気掛かり   B7 息・呼吸 
A8 性格・気質          B8 きっかけ・はずみ・きざし 






























気（いき・け・けはひ） B2・4・7 赤気（あかきしるし） B2 胆気（たんき） A1 
気絶（いきた）ゆる B7 毒気（あしきけ） B3 天気 B2 
気臭（かくさ）し B5 雨雲の気（け） B2 同気（どうき） B1 
気味（かぐはしきあじは
ひ） 
B5 意気（いき・こころばえ） A1B6 七気 B1 
気息（いき） B7 吹気（いぶき） B7 濤気（なみのけ） B2 
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気吹（いぶき） B7 役気（えきのけ） B3 廿四気 B1 
気噴（いぶき） B7 疫気（えやみ） B3 春気（はるのけ） B2 




B1・3 禀気（ひんき） B1 
気象（けのかたち） B9 臭気（くさきか） B5 火気（ほけ・ほのけ） B2 




気沴（わざはひ） B3 烟気（けぶり） B2・5 飯気（めしのけ） B2 
12   辞気（ことばのいきざし） B9 湯気（ゆのけ） B2 
後ろ「気」 句 酒気（さけのか） B5 涼気 B2 
吹き撥ふ気（はらふいき） B7 塩気（しほけ） B5 妖気（わざはひ） B3 
倫に超れたる気（ひとにす
ぐれたるいき） 
A1 白気（しろきけ） B2 和気 B1 
雄抜之気（ををしきいきさ
し） 
A1 深気（しんき） A1 謁気 B10 
雄略しき気（ををしきいき
さし） 
A1 星気 B6 35   









B2上昇する気体・自然現象・空模様 15種 気淑（よ）し、天気 
A1気勢・意気込み          7種 意気（いき）、胆気（たんき） 
B1天地・人にみなぎる気       7種 神気（くすしきけ）、廿四気 
B3悪い気・病気           7種 気上、毒気（あしきけ） 
B5味・匂い・成分          7種 気臭（かくさ）し、塩気（しほ
け） 
B7息・呼吸             7種 気息（いき）、吹気（いぶき） 
B6傾向・性向・趣・品格       2種 星気、意気（こころばえ） 
B9時勢・評判・勢い         2種 気象（けのかたち）、辞気（こと
ばのいきざし） 
B4様子・雰囲気・けはい       1種 気（けはひ） 



























         資料２ 平安期・和文の「気」 
前「気」 後ろ「気」 後ろ「気」 句 
気力 A1 足の気（あしのけ） B3 朝日の気（け） B2 
気（け）あがる B3 脚（の）気（あしのけ） B3 神々（かうがう）しき気（け） B4 
気疎（けうと）し B6 暑気（あつけ） B3 紅の黄ばみたる気（け） B6 
気置（けお）く A5 雨気（あめけ） B2 心にくき気 B6 
気（け）おさる A1 王気（おうけ）づく B6 心恥づかしき気（け） B6 
気恐（けおそ）ろし B4 黄気（きいけ） B6 ことごとしき気（け） B6 
気劣（けおと）る B4 邪気（ざけ） B3 静かなる気（け） B6 
気（け）かしこし B4 酒の気（け） B5 なまめかしき気（け） B6 
気上（けざう）す B3 天気（てんけ） B2 にほひたる気（け） B6 
気（け）添ふ B6 人（の）気（ひとげ） B4・6・9 まがまがしき気（け） B4 
気高（けたか）し B6 法気（ほうけ）づく B6 ものものしき気（け） B6 
気近（けちか）し B6 老気（らうげ） B3 わづらはしき気（け） B6 
気取（けと）る A2 霊気（りやうけ） B3 12   
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気（け）なし B6 13     
気（け）なつかし B4     
気（け）（の/や）のぼる B3     
気配（けはい） B4     
気離（けはな）れる B4     
気（け）もない B1     





B6傾向・性向・趣・品格      18種 気高（けたか）し、黄気（きい
け） 
B3悪い気・病気           9種 気（け）あがる、邪気（ざけ） 
B4様子・雰囲気・けはい       9種 気劣（けおと）る、まがまがしき
気 
B2上昇する気体・自然現象・空模様  3種 雨気（あめけ）、朝日の気（け） 
A1気勢・意気込み          2種 気力、気（け）おさる 
A2意識・心の働き          1種 気取（けと）る 
  A5好き嫌い・関心          1種 気置（けお）く 
B1天地・人にみなぎる気       1種 気（け）もない 
























          資料 3 平安期の「気」 
前「気」 
気 B1・2・7 気味 B5 気高（けたか）し B6 
気韻 B6 気力 A1B1  気近（けちか）し B6 
気薀 B1 気（け）（が）あがる B3 気遠 B6 
気街 B1 気有り B4 気取（けと）る A2 
気岸 B10 気置（けお）く A5 気（け）なし B6 
気空 B2 気（け）おさる A1 気なつかし B4 
気候 B2 気（け）かしこし B4 気（け）（の/や）のぼる B3 
気喧 B2 気上(けざう）す B3 気配（けはい） B4 
気衝 B1 気息す B7 気離（けはな）れる B4 
気蒸 B2 気（け）添ふ B6 気（け）もなし B1 
気体 B1 気疎（けうと）し B6 気（を）絶（つ・ゆ） B7 
気通 B2 気恐（けおそ）ろし B4 気を息（やす）む B7 
気方 B3 気劣（けおと）る B4 40   
気憊 B1 気冷ゆ B2   
 
後ろ「気」 
噫気 B7 雲気 B2 憚気 B9 
悪気 B3 景気 B2 畜気 A1 
足の気（あしのけ） B3 結気 B3 土気 B5 
脚（の）気（あしのけ） B3 減気 B3 天気（てんけ） A4・9B2 
秋気 B2 血気 B3 同気 B1 
暑気（あつけ） B3 元気 B1 道気 B1 
熱気 B3 五行気 B1 毒気 B3 
甘気 B5 香気 B5 難気 A9 
雨気（あめけ・うき） B2 剛気 A1 二気 B1 
意気（いき） A1 魂気 B1 韮気 B5 
粋気 A1 作気 B9 廿四気 B1 
慰気 B1 酒（の）気（け） B5 悩気（のうけ） B4・8 
一気 B7 邪気（ざけ・じゃけ） B3 濃気 B2 
異気 B2 寒気 B2・3 肺気 B7 
韻気 B6 産気（さんけ） B8 発韻気 B7 
陰気 B1・3 残気 B1 春之気 B2 
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陰陽之気 B1 散気 B5 播気 B2・3 
陰陽和気 B1 時気 B2・9 脾気 B1 
諾気 B4 施気 B1 人（の）気（ひとげ） B4・6・9 
鬱（の）気 A4B4 湿気 B2・3 火気 B8・9 
鋭気 A1 死気 B4 平気 B1・4 
穢（の）気（えのき） B3・8 紫気 B2 風気（ふうき） B2・3 
疫気 B3 愁気 B4 旧気 B5 
悦気（えつき） A3B4 秀気 B2 忿気（ふんき） A1B4 
怨気（えんき） A3 淑気 B1 兵気 B4 
媛気 B1 十二風気 B2 芳気 B5 
炎気 B2 咲気（しょうき） A9 火気 B2 
王気（おうけ）づく B6 生気（しょうき） B1 法気（ほうけ）づく B6 
恩気 A4 瘴気（しょうき） B3 水之気 B1 
佳気 B1 上気 B3 望気 B2 
下気 A3 食気 B1 霧（之）気 B2 
怪気 B3 心気 A2 物気 B3 
形気 B1 腎気 B1 病の気 B4 
勝気 B1・6 攘気 B3 柔気 B2 
金気 B5 白気 B2 有気 B2 
勘気 A1 酔気（すいき） B4・5 遊気 B2 
神気 B1 瑞気 B8 恙気 B3・4 
乾気 B2 晴気（せいき） B2 妖気 B3 
旱気 B2 精気 B1 陽気 B1 
感気 B4 崇気 B3 養気 B1 
肝気 B1 腥気 B5 余気（よき） A3B3・4 
黄気（きいけ） B6 清濁気 B1 涼気 B2 
鬼気（きき） B3 節気 B2 霊気（りやうけ・れいき） B１・3 
喜気 B1 瘡気 B4 練気 B1 
北気 B2 爽気 B2 老気（ろうき・らうげ） A1B3 
狂気 A2 増気 B3 和気（わき） A3B2・4 
凝気 B1 素商気 B2 災気 B3 
禁気 B2 託気 B2 145   
黒気 B3 暖気 B2   
 
後ろ「気」 句 
相惜しむ気 B4 顧念之気 B4 秘蔵の気 B4 
哀慽之気 B4 朔風之気 B2 病脳の気 B4 
哀痩（あいそう）の気 B4 左府の気 A4 風雨の気 B2 
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哀憐（あいれん）の気 B4 志さるべき気 A4 怖畏し給ふ気 B4 
悪魚（あくぎょ）の気 B4 山水之気 B2 怖畏の気 A4 
朝日の気（け） B2 参入すべき気 A4 不快の気 A4・9B4 
遏絶（あつぜつ）の気 A4 思惟（しい）する御気 B4 不興の気 A4 
恠（あや）しむ気 B4 承引之気 A4 不浄(の）気 B3 
奇（あや）しむ気 B4 承諾の気 A4・9 不例（ふれい）の気 B4 
出立すべき気 A4 許容の気 A4 忿悁気 B4 




允容之気 A4 五酔乃気 B7 平復の（し給う）気 B8 
諾する気 B4 時行の気 B8 平愈の気 B8 
鬱々（うつうつ）の気 B4 邪霊の気 B4 褒誉の気 B4 
寃牢之気 B1 呪詛の気 B9 南風の気 B2 
驚く気 B4 相府（しょうふ）の気 A4 御薬の気 B4 
惜気 B4 随喜（ずいき）の気 B4 催す気 A4 
発り給ふべき気 B4 奏すべき気 B4 安からざる気 A9 
御産の気 B8 責めて取る気 A1 憂傷之気 B4 




懐妊の気 B8 大将の気 A4 猶予の気 A4B4 
懐抱之気 B8 堪へ難き気 B4 許す（さざる）気 A4 
咳病（がいびょう）の気 B4 歎息（たんそく）の気 B4 要望の気 A4 
感悦（かんえつ）の気 B4 丹の気 A4 窈冥気 B1 
甘心の気 B4 中風之気 B3 悦ばざる気 B4 
感ぜらるる気 B4 寺家之気 B6 慶びの気 B4 
感歎の気 B4 同ぜらるる気 B4 宜しい（き）気 A4・9B8 
勘当の気 B4 動揺の気 B4 雷火の気 B2 
興委の気 B4 咎め仰せらるる気 B4 雷鳴の気 B2 
響応の気 A4 執る所の気 A4 蘭蕙之気 B5 
凝之気 B1 訪ふべき気 A4 膂力（りょりょく）の気 B4 
恐怖の気 B4 聴聞の気 A4 臨終の御気 B4 
懈怠の気 B4 泥酔の気 B4・7 霊物の気 B1 
醺醺之気 B4 天恩の気 A4 冷泉院の御気 B3 




B4・8 和顔（わがん）の気 A9 
酷烈之気 B1 濁る気 B4 患（わずら）ふ気 B4 
枯槁の気 B8 憚らるる気 B4 煩（わずら）ふ気 B4 
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克調之気 B2 腹立せらるる気 B4 和暖の気 B2 
五酔之気 B5 孕む気 B8 和調之気 B1 
    120   
 





B4様子・雰囲気・けはい      79種 愁気、憂傷之気 
B1天地・人にみなぎる気      55種 陰陽之気、元気 
B2上昇する気体・自然現象・空模様 55種 気候、秋気 
B3悪い気・病気          39種 悪気、中風之気 
A4考え・意思・意向         28種 天気、許さざる気 
B8きっかけ・はずみ・きざし     17種 瑞気、時行の気 
B5味・匂い・成分          14種 気味、香気 
B6傾向・性向・趣・品格       14種 気顔、寺家之気 
A1気勢・意気込み          11種 鋭気、剛気 
A9表に現れる感情          10種 宜しき気、安からざる気 
B7息・呼吸            10種 泥酔の気、噫気 
B9時勢・評判・勢い         6種 憚気、呪詛の気 
A3気持ち・気分                5種 怨気（えんき）、和気 
A2意識・心の働き                   3種 狂気、心気 
A5好き嫌い・関心                   1種 気置（けお）く 
B10その他（不明なもの）      1種 気岸 
 
 平安期全体では、Ａ分類が 58種、Ｂ分類が 290種で、Ｂ分類のすべての意味の言
葉が見られた。特に多かったのは、奈良期には一種しか見られなかった B4「様子・
雰囲気・けはい」の意味の言葉で 79種もあった。また、奈良期にも平安期の和文に





















  ・社頭就間、天気晴（御堂関白記 1007.2.29） 
（晴社頭に就く間、天気、晴る。） 
 





















































  ・左武衛室六カ日有産気色、不遂其事、今朝重煩云々（小右記 1005.2.8） 
（「左武衛の室、六个日に産の気色有るも、其の事を遂げず。今朝、重く煩ふ」と
云々。） 
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